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《 新型コロナウイルス感染期に寄せて 》 

「それでも僕は桃を買う」  第 33回全国中学生人権作文コンテスト内閣総理大臣賞 

宮城県古川黎明中学校 3 年 大沼 逸美（おおぬま いいみ） 

 

夏休みのある日、僕は、家族といっしょに旅行することになり、一路、

新潟を目ざして車に乗っていた。 

朝早く家を出発し、東北自動車道から磐越自動車道に入り、サービスエ

リアで休憩をとった。サービスエリアの売店にはたくさんのお土産が売ら

れていた。その中に、福島県特産の桃が並んでいた。その桃を見て、無邪

気な子どもが母親に「桃食べたい。」とせがんでいた。しかし、その子ども

の母親は「だめ。」と子どもに言い聞かせようとする。子どもも引かず「な

んで。」と反論する。すると、母親は「だって、この桃、福島産だよ。放射

性物質っていう良くない物がついてるかもしれないからね。」と説きふせ

たのだ。しぶしぶ諦めた子どもの姿を見ながら、僕は、心の中に何かひっかかりを感じていた。 

車に戻り、走り始めた車の中で、僕は両親にさっきの出来事を話した。父は「やっぱり放射性物

質がついていないとは言い切れないからな。」と言い、母も「確かに心配ではあるね。」と言った。

これまでの自分を振り返ってみると、僕も同じようなことをしていたことを思い出した。僕の住ん

でいる地域のスーパーマーケットでも、「福島産」と表記されていると、どうしても避けてしまうこ

とがあった。しっかり検査を受けて市場にでていると分かっていても、なんとなく不安だったから

だ。サービスエリアの出来事にひっかかりを感じてはいたが、僕はそのことを忘れようと思った。 

しかし、僕の頭から、「だって福島産だよ」という言葉が離れることはなかった。なぜ、そんなに

も、その言葉が気になるのか、僕は、旅行中、ずっと考え続けていた。そして、思い当たった。僕

が小学 5年生の時に友達から言われた、あの言葉と同じ、嫌な響きを感じ

たからだ。 

小学 5年生の時、僕は仲のよかった友達と大げんかした。理由はささい

なことだったが、言い合いはとまらなくなり、とうとう互いに相手を罵倒

するようになった。その時、最後に友達が僕にこう言ったのだ。 

「黙れ。中国人。」 

僕は中国生まれの日本育ちだ。日本に来てからずっと、自分が中国国籍

であることを表に出して生活してきた。そのことに対して、友達の誰も触

れることはなく、僕も中国国籍であることを気に留めることはなかった。 


